
氏名 吉村治正

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

総合社会学科主任、社会調査協会連絡責任者

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

Department of Sociology, the University of Chicago.

Ph.D.

社会学、社会調査論、社会学方法論、職業社会学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

令　和　３　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本社会学会、日本行動計量学会、経済社会学会、American Sociological Association.

中規模に適正化された社会調査データの収集と分析、労働市場形成過程の分析

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・社会文化研究演習Ⅰ～Ⅳ（令和3年度不開講）
・社会学特論Ⅰ・Ⅱ（令和3年度不開講）
・社会調査法特論（令和3年度不開講）
・多変量解析特論（令和3年度不開講）

授業科目

学部担当科目

・基礎演習Ⅰ・Ⅱ
・社会調査法
・地域社会学
・量的分析法
・社会調査実習（一）
・演習Ⅰ～Ⅳ



共著

共著

共著

共著

奈良大ブックレット10、
ナカニシヤ出版

2022年3月

『奈良大学紀要』,
50:103-114.

『奈良大学紀要』,
50:63-86.

『奈良大学紀要』,
50:87-102.

2022年2月

2022年2月

2022年2月

共同執筆者：正司哲朗・島本太香子

共同執筆者：島本太香子・正司哲朗

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①『スマートフォンと○○の世
界』

共同執筆者：正司哲朗・島本太香子

①「インターネット利用の不安感
と社会調査への回答」

②「新型コロナウィルス感染症
対策と奈良の女性活躍推進に
関わる要因」

②

③

担当執筆部分：「第4章 スマートフォンと
社会調査の世界』、43-54．

③「ウェブ調査に基づく深層学
習を用いたネット依存モデルの
構築と検証」

（学会発表）

①

③

（その他）

②

②

①

③


